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2027年3⽉期 第2四半期 業績サマリー

※当資料において、営業資産はリース債権流動化を控除しない残⾼を記載
※当資料において、 「親会社株主に帰属する中間純利益｣を｢中間純利益｣と表記
※当資料において、差引利益は売上⾼より資⾦原価を除く売上原価を差し引いた額
※事業別営業資産残⾼の計算⽅法を⾒直した結果、2026年3⽉期及び2027年3⽉期1Qの各事業の残⾼を遡及修正しております

1. 売上総利益 前年同期⽐+1.1%、営業利益 同△8.2%
ベンダー＆カスタマーソリューション事業を中⼼に差引利益が増加し、売上総利益は第２四半期累計の過去最⾼益を更新
⼈財・IT投資に伴う販管費の増加により営業利益・経常利益は減益となったものの、計画を上回って推移

2. 営業資産 13,030億円（前期末⽐+197億円）
ベンダー＆カスタマーソリューション事業、環境・不動産事業ともに営業資産が増加

3. 2027年3⽉期業績予想は、期初予想から変更なし
太陽光発電事業に関連する特別損失を8億円計上したものの、営業利益・経常利益の上振れにより吸収
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連結業績

単位︓億円

進捗率
2027/3期2027/3期2026/3期
通期予想伸率2Q累計2Q累計

49.2%64310.7%316286差引利益
42.2%13989.3%5831資⾦原価
51.2%5041.1%257255売上総利益
47.6%3288.4%156143販売費及び⼀般管理費
46.9%2033.0%97貸倒引当⾦繰⼊額
57.9%176△8.2%101111営業利益
57.4%174△12.3%99113経常利益
52.7%1190.2%6262中間純利益

50.4%3391.0%170169付加価値額＋成⻑投資
－13,4304.1%13,03012,513営業資産残⾼

前年差
－256.0038.00128.0090.00１株当たり配当⾦（円）
－186.003.0093.0090.00普通配当
－70.0035.0035.000.00特別配当
－386.000.29203.29203.00１株当たり純利益（円）
－66.3%18.6%63.0%44.3%配当性向
－0.80%△0.05%0.84%0.89%ROA（総資産当期純利益率）
－4.9%△0.1%5.2%5.3%ROE（⾃⼰資本利益率）
－16.2%△0.8%16.0%16.9%⾃⼰資本⽐率

• 新規契約利回りの引上げ等を通じ、⾦利上昇下でも収益を確保
• 営業利益・経常利益は減益、中間純利益は増益となり、各利益の通期予想に対する進捗は順調
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営業利益の前年⽐増減要因

111.0
億円

26/3期
2Q累計

成⻑投資

+1.1
⼀過性
費⽤※

+1.7

27/3期
2Q累計

101.9
億円

単位︓億円

従業員・役員
分配

(法定福利費含む)

※⼀過性費⽤
テクノレント統合・社名変更費⽤

+4.6

109.3
億円

ﾍﾞﾝﾀﾞｰ＆ｶｽﾀﾏｰ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

＋29.0

環境・不動産
事業BPO＆

サービス事業

＋2.5 ▲0.9

▲27.7

資⾦原価 ▲9.7

⼀般経費

売上総利益

+2.8億円

27/3期
2Q累計

成⻑投資＋従業員・役員
分配前営業利益

貸倒費⽤
▲2.3

▲9.1
▲1.7

• 営業資産の増加や資産利回りの向上等により、ベンダー＆カスタマーソリューション事業の差引利益が増加
• 資⾦原価及び⼀般経費・貸倒費⽤の増加により、営業利益は減益
• 持続的な企業価値向上に向けた投資により、従業員・役員分配、成⻑投資、⼀過性費⽤が増加
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付加価値額と成⻑投資
 付加価値分配計算書の項⽬

売上総利益＋営業外収益＋特別利益

⼀部の販管費、営業外費⽤、特別損失

成⻑投資 ⾼難易度資格・AI関連資格取得費⽤、IT投資に関する費⽤、ブランディング投資

収益から外部への⽀払を差し引いたもの

従業員・役員 法定福利費を除く⼈件費※難関資格⼿当、従業員株式報酬制度を含む

社会 法⼈税、豊かな未来積⽴⾦、法定福利費

株主 当期における年間配当総額

事業投資・内部留保 付加価値合計額から従業員・役員、社会、株主を差し引いたもの

収益
外部への⽀払

付加価値

 付加価値額+成⻑投資

増減27/3期
2Q累計

26/3期
2Q累計

単位︓億円

1170169付加価値額+成⻑投資

売上総利益＋営業外収益＋特別利益1261260収益
外部への⽀払

⾼難易度資格・AI関連資格取得費⽤、IT投資に関する費⽤、ブランディング投資110成⻑投資
0169169付加価値
46459従業員・役員

⾼難易度資格⼿当、転勤・駐在⼿当、従業員株式報酬制度110┗ うち適正分配
△44246社会
123927株主

△112234事業投資・内部留保
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付加価値額+成⻑投資の前年⽐増減要因
• 資⾦原価の増加を差引利益の増加で吸収し、付加価値額は前年並みを確保
• 従業員・役員分配及び特別配当による株主への分配が拡⼤、適正分配経営の取り組みが着実に進展

単位︓億円

▲5.8

＋29.0

ﾍﾞﾝﾀﾞｰ＆ｶｽﾀﾏｰ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業 販管費

除く⼈件費・
事業税

営業外費⽤
特別損失

26/3期
2Q累計

付加価値額

▲27.7

資⾦原価 ▲1.6

▲0.9
環境・不動産

事業

＋2.5
BPO＆

サービス事業

27/3期
2Q累計

付加価値額+成⻑投資

+4.6

169
億円

169
億円

付加価値額

170億円

外部⽣産価値
※成⻑投資除く内部⽣産価値（＝付加価値額）

+1億円

付加価値額+成⻑投資

売上総利益

付加価値の分配
営業外収益
特別利益 従業員・役員

社会

株主

内部留保

42億円 （△4億円）

39億円 (+12億円)

22億円 (△11億円）

64億円（+4億円）

成⻑投資
1億円
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営業資産・事故率/調達総額・資⾦原価率

※27/3期2Q リース債権流動化⾦額︓340億円
※事故率＝事故損失額÷営業資産平均残⾼

（27/3期2Qは、事故損失額を年換算して事故率を算出）

単位︓億円

※1 債権流動化債務は、オフバランス調達を含む残⾼を表⽰
※2 資⾦原価率＝資⾦原価÷営業資産平均残⾼
※3 27/3期2Qは、資⾦原価を年換算して資⾦原価率を算出

 営業資産・事故率  調達総額・資⾦原価率単位︓億円

360 250 
820 725 

1,330 1,642 1,270 1,855 
2,246 

6,970 7,013 
8,010 

8,373 
8,270 

955 794 

524 
326 268 

9,615 9,699 

10,624 
11,279 

10,784 

0.15% 0.19%
0.33%

0.59%

0.93%

23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期
2Q

債権流動化債務 ※1

⻑期債務

1年以内返済予定⻑期債務

短期債務

資⾦原価率 ※2※3

5,804 5,748 5,990 6,361 6,449 

331 345 384 
402 433 1,575 1,507 1,577 

1,529 1,566 

2,537 2,601 
2,765 

2,945 2,955 
198 280 

325 
346 341 

454 665 
1,175 

1,246 1,285 

10,902 11,149 

12,217 
12,832 13,030 

0.14% 0.15%
0.62%

0.14% 0.11%

23/3期 24/3期 25/3期 26/3期 27/3期
2Q

不動産関連

太陽光発電

融資

割賦

オペレーティング・リース

ファイナンス・リース

事故率

• 営業資産は、ファイナンス・リースを中⼼に順調に増加
• 事故損失額・事故率は、引き続き低⽔準で安定的に推移

• 暦の影響による⽀払時期のずれに伴い、短期債務を返済。
調達総額の減少は⼀過性

• ⾦利上昇により資⾦原価が増加し、資⾦原価率が上昇



2 事業別の状況
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単位︓億円

2027/3期2026/3期

伸率2Q累計2Q累計

16.2%209179差引利益

89.2%3317資⾦原価

8.1%175162売上総利益

ベンダー＆カスタマーソリューション事業 実績

 業績

 契約実⾏⾼

 営業資産残⾼ 単位︓億円

• 資⾦原価の増加に対応した新規契約利回りの引上げにより、市場⾦利の上昇に追随し、収益を確保
• サイバーセキュリティ対策需要や⾞両・建機の伸⻑により、契約実⾏⾼は増加
• ベンダーリース強化策が引き続き奏功し、主要ベンダー向けの取引が堅調に推移

単位︓億円

2027/3期2026/3期

伸率2Q累計2Q累計

0.3%677674オフィス

2.4%623609設備投資

1.7%170168医療・ヘルスケア

1.4%1,4711,451リース・割賦・融資 合計

△18.7%86105レンタル 成約⾼

6,930 6,989 7,092 

307 308 316 253 256 255 
7,492 7,554 7,663 

2026/3期
4Q

2027/3期
1Q

2027/3期
2Q

2027/3期
3Q

2027/3期
4Q

リース・割賦 融資 レンタル
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BPO＆サービス事業 実績

 集⾦代⾏ 取扱件数

 介護ファクタリング取扱⾼

単位︓万件

単位︓億円

 業績

 営業実績

• 集⾦代⾏は、前年獲得案件の稼働が進むとともに⼤⼝案件を新たに獲得し、取扱件数が⼤幅に増加
• 介護ファクタリングは、既存顧客の事業所増設や新規顧客の獲得により、取扱いが着実に拡⼤
• 債権保証は、新パッケージプラン「Mamotte」リリースを契機に⾒積・契約件数が増加、残⾼積上げが進展

単位︓億円

2027/3期2026/3期

伸率2Q累計2Q累計

9.3%2927差引利益

108.9%00資⾦原価

8.6%2927売上総利益

単位︓億円

2027/3期2026/3期

伸率2Q累計2Q累計

27.5%2,4591,928集⾦代⾏ 取扱件数（万件）

14.5%563492介護ファクタリング取扱⾼

141.4%4518債権保証残⾼

1,411 1,507 1,624 1,928 2,459 

1,425 1,532 1,660 
2,139 

2,836 3,039 3,285 

4,068 

2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期 2027/3期
2Q1Q-2Q 3Q-4Q

389 447 464 492 563 

403 
446 471 521 

792 
894 936 1,014 

2023/3期 2024/3期 2025/3期 2026/3期 2027/3期
2Q1Q-2Q 3Q-4Q
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単位︓億円

2027/3期2026/3期

伸率2Q累計2Q累計

△1.3%7879差引利益

89.1%2412資⾦原価

△18.8%5366売上総利益

環境・不動産事業 実績

 業績

 契約実⾏⾼

 営業資産残⾼（環境）

 営業資産残⾼（不動産） 単位︓億円

単位︓億円

• 前年の⼤⼝解約益の反動により差引利益は微減、資⾦原価の増加も重なり売上総利益は減益
• 環境は変動⾦利型融資へのシフト、不動産は保有資産のバリューアップや資産⼊替えにより収益性の改善を図る

980 1,017 1,010 

387 382 391 

1,367 1,400 1,401 

2026/3期
4Q

2027/3期
1Q

2027/3期
2Q

2027/3期
3Q

2027/3期
4Q

リース・割賦・融資 投資

2,767 2,770 2,731 

1,205 1,221 1,234 

3,973 3,992 3,965 

2026/3期
4Q

2027/3期
1Q

2027/3期
2Q

2027/3期
3Q

2027/3期
4Q

リース・割賦・融資 投資

単位︓億円

2027/3期2026/3期

伸率2Q累計2Q累計

62.1%11370リース・割賦・融資

△1.4%2930投資

42.9%143100環境 合計

7.4%268250リース・割賦・融資

△38.6%180294投資

△17.5%449544不動産 合計

△8.1%593645環境・不動産 合計



3 企業価値向上に向けた取り組み



14Copyright© RICOH LEASING COMPANY,LTD. All Rights Reserved.

事業トピックス:ベンダー＆カスタマーソリューション事業

26-28
中計⽬標 レンタル成約⾼

CAGR

16.0％
26/3期 実績 204億円
29/3期 ⽬標 320億円

直販、及びパートナー連携による収益額の拡⼤

ビジネスモデルにおける強みを更に磨き、パートナーと共に成⻑

 商流におけるそれぞれのステークホルダーと連携することで、機器を利⽤頂く
お客様へ競争⼒のあるレンタル商品を訴求

 過去からの「パートナーの販売戦略に沿った商品企画⼒」を源泉とし、ビジネ
スモデルにおける強みを構築

 今後もパートナー連携を通じて機器を利⽤頂くお客様への価値提供を⾏
い、ビジネス機会を創出していくことで収益額を拡⼤

ICT分野・ビジネスモデルの強み
上流

PCメーカー

ディストリビューター

⼤量仕⼊による
価格交渉⼒ ×

中流

パートナー
⼤⼿通信会社

リース会社
⼤⼿事務機器販売会社

パートナービジネス構築
による商談創出⼒ ×

下流

エンドユーザー
・⼤⼿企業との直接取引

・パートナー経由での
⼤⼿企業との取引

エンドユーザーへの
サービス提供⼒

リコーリース（as a Service事業本部）

商流におけるそれぞれのステークホルダーと連携
ビジネス機会の創出〜収益額を拡⼤

PC-LCMへのサービス付加による収益性の向上

「レンタル保守プラス」の展開

 PCレンタル中の過失故障や偶発的な事故による修理費⽤（損害⾦）を
免除する⽉額制の付加サービス

 サービスを付帯することにより、急な費⽤⽀出の発⽣を抑え、お客様のIT資
産管理費⽤を平準化

 PC-LCMの各フェーズにおいて、お客様の利便性を⾼めるサービスの拡
充により、収益性を向上

お客様への価値提供につながる
サービスの付加継続により、収益性を向上

通常の対応 レンタル保守プラス付帯

動産総合保険適⽤

お客様にて社内稟議対応の上、
⽀払い⼿続き実施

（突発的な⽀出、社内⼿続きの負荷発⽣）

適⽤範囲を超える損害が⽣じた場合、
超過分はお客様へ請求

動産総合保険＋レンタル保守プラス適⽤

お客様のご負担なく修理、
及び代替機提供を実施

レンタル期間中の費⽤平準化により、
お客様情報システム部⾨の負担を軽減

過失故障、偶発的な事故の発⽣
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事業トピックス:BPO＆サービス事業

PR施策「ビジネスコレクト」の展開

集⾦代⾏・債権保証を⼀体で訴求

 1つのPRサイトで両事業を訴求し、法⼈顧客へワンストップ提案を展開
 リース営業とのクロスセルや展⽰会・DM等で認知を⾼め、下期以降の新規

獲得へ
 両事業を有する強みを活かし、潜在ニーズを取り込み提案機会を拡⼤

従来

集⾦代⾏ 債権保証

集⾦代⾏ 債権保証

⼀⽅の提案にとどまり、
潜在ニーズを取り込みきれず

ビジネスコレクト展開後

集⾦代⾏ 債権保証

双⽅を⼀体で提案し、
潜在ニーズを幅広く捕捉

ペーパーレス・マルチ決済 対応
「コレクトPlus」の開発

パートナーである決済事業者と共同開発、2027年春に提供開始予定

 紙中⼼だった集⾦代⾏に、ペーパーレス・マルチ決済の新たな選択肢を追加
 キャッシュレスの進展に伴い多様化・⾼度化する需要を取り込み、当社の

顧客基盤への展開に加えて、新たな顧客層を開拓し、集⾦代⾏の更なる
市場拡⼤を⽬指す

お客さまのニーズ 当社のサービス

紙での⽀払い⼿続き 集⾦代⾏（既存）
⼝座振替・コンビニ払込

ペーパーレスで
多様な決済⼿段に対応

業務を効率化

NEW
コレクトPlus

Pay払い・クレジットカード等に対応

既存の集⾦代⾏との両輪で、紙・ペーパーレス双⽅のニーズに応えていく

※マルチ決済 ︓クレジットカードをはじめとした多様な決済⼿段をワンストップで提供する仕組み

26-28
中計⽬標

集⾦代⾏
取扱件数

CAGR
18.1％

26/3期 実績 4,068万件
29/3期 ⽬標 6,700万件

債権保証残⾼
CAGR
88.6％

26/3期 実績 31億円
29/3期 ⽬標 210億円

集⾦代⾏・債権保証の
拡⼤に向けて

ペーパーレス決済対応による
集⾦代⾏の拡⼤に向けて

※

A顧客

B顧客
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株主還元・⾃⼰資本⽐率の推移・格付の状況

• ⾃⼰資本⽐率15%を⽬安に財務レバレッジの適正化を推進。格付を維持しつつ、株主還元を拡充する

 格付（2026年9⽉末時点）

JCR︓AA-（安定的）／ J-1+ R＆I︓A+（安定的）／ a-1 S＆P︓BBB（安定的）／ A-2

 配当の推移  ⾃⼰資本⽐率の推移

100
120

145 150

180 185

256

25.6%
27.4%

30.0%

41.0%
35.4%

44.5%

66.3%

1,455 1,559 1,658 1,744 1,816 1,913 2,014 2,117 2,219 2,340 2,416 2,448

8,785 9,188 9,693
10,406

11,507 11,607 11,777 12,368 12,472
13,762

14,655 15,265

16.6%17.0%17.1%16.8%
15.8%

16.5%17.1%17.1%
17.8%

17.0%16.5%16.0%

（予想）

連続的特別配当
（27/3期-32/3期）

33/3期以降も
特別配当を含む⽔準で

累進配当の継続を⽬指す

普通配当（円） 特別配当（円）

配当性向 実績（％） 配当性向 予想（％）

⾃⼰資本（億円） 総資産（億円） ⾃⼰資本⽐率（％）

（予想）
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成⻑投資と適正分配経営の実践

従業員向け株式報酬制度の導⼊

 勤続3年以上の正社員に株式を交付

 管理職:20年で累計約1,000万円、⼀般社員:年5万円相当を交付

業績・株価を⾃らの成果とし、
従業員の経営参画意識の促進を期待

転勤・地域勤務⼿当の導⼊

 転居を伴う異動による⼼理的・経済的負担を軽減

 転勤の場合、⽉5万〜15万円を最⻑3年間⽀給

「ベンダーリースダントツNo1」実現に向けた
全国営業ネットワークの強化に寄与

⾼難易度資格⼿当の新設

 取得費⽤を全額会社負担、合格者に最⼤50万円の報奨⾦を⽀給
 資格保有者に⽉1万〜10万円の⼿当を⽀給
 「稼ぐ⼒」向上に向け、社員の資格取得への挑戦を後押し
 資格取得を通じて専⾨⼈財を育成し、将来的には中⼩企業向けコンサル

ティングを担う⼈財の育成を⽬指す

講座受講者数240名／全社員1,371名
受講率17.5%

AI関連資格の全社員必須資格化

 全役員・社員の必須資格に指定
 受験料・学習費⽤を補助
 「AIオリエンテッドな会社」を⽬指し、全社的なリテラシー向上を推進

AI関連資格取得者数371名／全社員1,371名
取得率27.1%

• 中⻑期の企業価値向上を⽀える成⻑ドライバーの強化を企図し、⼈財を中⼼に積極的な成⻑投資・分配を実施

※社員数はリコーリース単体

※

※
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26-28 中期経営計画 ⾮財務⽬標を策定

• 企業価値向上に向け取組みの⼀環として、マテリアリティを起点とした⾮財務⽬標を設定

⾮財務⽬標
サブマテリアリティマテリアリティ

達成年度⽬標値項⽬

2030年度カーボンニュートラルスコープ1、2 GHG排出量削減

●資源循環と脱炭素社会への貢献中⼩企業の挑戦と
価値創造の⽀援 2030年度72%物件回収率※

2028年度100%パソコンリユース・リサイクル率

2028年度4名プロ⼈財認定数

●誠実な異端⼈財の育成

●厳しくも温かい組織づくり
持続的成⻑を実現する

⼈財の輩出

2028年度360度サーベイ
対前年度⽐改善リーダー育成⽀援

2028年度50名⾼難易度資格取得者

2028年度70%AI関連資格取得率

2028年度28%⼥性管理職⽐率

※物件回収率の⽬標値︓事業領域の拡⼤により、算定範囲である機械設備の多様化を受け、2030年度の⽬標を72%に⾒直し



4 参考資料
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連結業績予想
• 27年3⽉期は2回の政策⾦利引き上げを想定、資⾦原価は引き続き増加を⾒込むも前年並みの売上総利益を確保
• 将来の企業価値向上に向けた成⻑投資を実⾏するとともに、株主還元⽅針の⾒直しに伴い、特別配当を実施する

単位︓億円

2027/3期2026/3期
伸率通期予想伸率通期実績

9.3%3,7008.5%3,385売上⾼
0.5%5043.3%501売上総利益

11.0%32810.2%295販売費及び⼀般管理費
△0.9%2076.6%20貸倒引当⾦繰⼊額

△14.7%176△5.1%206営業利益
△17.3%174△4.5%210経常利益
△7.2%119△18.1%128当期純利益

4.7%13,4305.0%12,832営業資産残⾼
0.7%339-336付加価値額+成⻑投資

前年差前年差
71.00256.005.00185.001株当たり配当⾦（円）
1.00186.005.00185.00普通配当

70.0070.00--特別配当
△29.96386.00△92.03415.961株当たり純利益（円）
21.8%66.3%9.0%44.5%配当性向

△0.11%0.80%△0.29%0.90%ROA（総資産当期純利益率）
△0.5%4.9%△1.5%5.4%ROE（⾃⼰資本利益率）
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営業利益の前年⽐増減要因 予想

206.2
億円

26/3期
実績

成⻑投資

+6
⼀過性
費⽤※

+5

27/3期
営業利益

予想

176
億円

単位︓億円

従業員・役員
分配

(法定福利費含む)

※テクノレント統合・社名変更費⽤

+14

201
億円

• 持続的な企業価値向上に向けた成⻑投資と分配を実⾏する
• また、27年3⽉期においてはテクノレント統合及び社名変更に伴う⼀時費⽤により販管費は増加

ﾍﾞﾝﾀﾞｰ＆ｶｽﾀﾏｰ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

＋36.0

環境・不動産
事業BPO＆

サービス事業

＋7.5

＋26.6

▲67.9

資⾦原価
▲32.5

販管費

売上総利益

+2.3億円

27/3期
成⻑投資＋従業員・役員

分配前営業利益予想
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付加価値額と成⻑投資 予想

 付加価値分配計算書の項⽬
売上総利益＋営業外収益＋特別利益

⼀部の販管費、営業外費⽤、特別損失

成⻑投資 ⾼難易度資格・AI関連資格取得費⽤、IT投資に関する費⽤、ブランディング投資

収益から外部への⽀払を差し引いたもの

従業員・役員 法定福利費を除く⼈件費※難関資格⼿当、従業員株式報酬制度を含む

社会 法⼈税、豊かな未来積⽴⾦、法定福利費

株主 当期における年間配当総額

事業投資・内部留保 付加価値合計額から従業員・役員、社会、株主を差し引いたもの

収益
外部への⽀払

付加価値

単位︓億円 26年3⽉期 27年3⽉期 増減
336 339 3
511 512 1 売上総利益＋営業外収益＋特別利益

成⻑投資 0 5 5 難関資格・AI関連資格取得費⽤、IT投資に関する費⽤、ブランディング投資
336 334 △2

従業員・役員 121 133 12
┗ うち適正分配 0 5 5 ⾼難易度資格⼿当、転勤・駐在⼿当、従業員株式報酬制度
社会 87 82 △5
株主 57 79 22
事業投資・内部留保 71 40 △31

収益
外部への⽀払

付加価値

付加価値額+成⻑投資

 付加価値額+成⻑投資の予想
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付加価値額+成⻑投資の前年⽐増減要因 予想
• 分配と成⻑投資を進めることで将来の付加価値額の増⼤を図る
• 従業員・役員への分配を進めるとともに、⾃⼰資本⽐率の適正⽔準に向けて株主への分配も強化する

単位︓億円

▲18.1

＋36.0

ﾍﾞﾝﾀﾞｰ＆ｶｽﾀﾏｰ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ事業

販管費
除く⼈件費・

事業税

営業外費⽤
特別損失

26/3期
付加価値額

実績

▲67.9

資⾦原価
▲2.0

＋26.6

環境・不動産
事業

＋7.5
BPO＆

サービス事業

5億円

27/3期
付加価値額+成⻑投資

予想

+15.5

336
億円

334
億円

付加価値額

339億円

外部⽣産価値
※成⻑投資除く内部⽣産価値（＝付加価値額）

+3億円

付加価値額+成⻑投資

売上総利益

付加価値の分配
営業外収益
特別利益 従業員・役員

社会

株主

内部留保

82億円 （△5億円）

79億円 (+22億円)

40億円 (△31億円）

133億円（+12億円）

成⻑投資
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営業資産の内訳 予想

• ベンダー＆カスタマーソリューション事業、環境・不動産事業ともに資産を積み上げ、営業資産は597億円の増加を予想

単位︓億円

2027/3期2026/3期

前期末増減期末予想前期末増減期末

2637,7554317,492ベンダー＆カスタマーソリューション事業

2447,4294177,184リース・割賦

1832513307融資

3345,6741845,340環境・不動産事業

△71,101△751,109リース・割賦

2072,8461672,638融資

3037721346太陽光発電

1031,350711,246住宅賃貸・不動産関連

59713,43061512,832営業資産合計

2378,5313418,293リース・割賦

2263,1721802,945融資

3037721346太陽光発電

1031,350711,246不動産関連
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連結貸借対照表

※1 貸倒引当⾦は、流動資産及び固定資産の合計を記載
※2 1年以内返済予定の⻑期債務（社債、⻑期借⼊⾦）は、短期有利⼦負債に含む

単位︓億円

2027/3期2026/3期2027/3期2026/3期

前期末増減2Q末期末前期末増減2Q末期末

△3342,2462,580短期有利⼦負債 ※218625872現⾦及び預⾦

△1038,2708,373⻑期有利⼦負債1656,1375,971リース債権及びリース投資資産

△11-11債権流動化債務431,8161,772割賦債権

1,0262,3001,274その他負債92,9552,945営業貸付⾦

57812,81612,238負債 合計81,4611,453賃貸資産

312,4482,416純資産 合計△2△74△71貸倒引当⾦ ※1

1982,7112,512その他資産

60915,26514,655負債純資産 合計60915,26514,655資産 合計

• 営業活動の着実な進展により、将来の収益基盤となる営業資産を積み上げ、総資産は増加
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リース・割賦 契約実⾏⾼（機種別）

• 情報関連機器は、前年のPC更新需要の反動等により減少
• ⾞両・輸送⽤機器は、ベンダーへの営業活動の強化により⼤幅増加

単位︓億円

リース事業協会
（4⽉-9⽉累計）

リース設備投資額伸率

2027/3期2026/3期

伸率2Q累計2Q累計

△4.7%△4.6%792831事務⽤・情報関連機器

△6.0%0.4%163162医療機器

1.7%1.2%6968産業⼯作機械

△3.0%△13.3%6373商業・サービス業⽤機器

6.3%16.2%170147⾞両・輸送⽤機器

△1.9%3.4%321310その他

△1.7%△0.8%1,5811,594リース・割賦 契約実⾏⾼ 合計
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セグメント別 業績サマリー

単位︓億円
2027/3期2026/3期

伸率2Q累計伸率2Q累計
2.2%1,74611.2%1,708売上⾼
1.7%1,62410.9%1,597リース＆ファイナンス事業

15.7%588.5%50サービス事業
4.0%6320.4%61インベストメント事業

△5.0%1200.0%126セグメント利益
△2.7%1042.6%107リース＆ファイナンス事業
15.8%6△28.0%5サービス事業

△30.1%9△4.4%14インベストメント事業

単位︓億円
2027/3期2026/3期

前期末増減2Q末増減期末
19713,03061512,832営業資産
16511,40452211,239リース＆ファイナンス事業
321,626921,593インベストメント事業

 売上⾼及び損益

 営業資産
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四半期業績推移

2027/3期2026/3期2025/3期2024/3期

累計2Q1Q通期4Q3Q2Q1Q通期4Q3Q2Q1Q通期4Q3Q2Q1Q

316161155572144141149136522136132134119475117118123115差引利益

583127712118161437121086207444資⾦原価

257129127501123123133121485124122126112455110114119111売上総利益

1567580295816971722687864636124570585758販売費及び⼀般管理費

944207542114320139111貸倒引当⾦繰⼊額

1015447206415361492174557635121039556152営業利益

995247210425363502204657635221542566352経常利益

62293312826382734156324147351123028449純利益

単位︓億円
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26-28中期経営計画について
• 2026年度を初年度とし、2028年度を最終年度とする中期経営計画を現在推進中です
• 下記画像をクリックすると、26-28中期経営計画説明資料をご参照いただけます

https://www.r-lease.co.jp/assets/docs/ir_management_plan2026.pdf
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本資料の業績予想は、当社が現在⼊⼿している情報及び合理的であると判断する
⼀定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。
また、実際の業績等は様々な要因により⼤きく異なる場合があることをご承知おき下さい。

＜お問い合わせ先＞

経営企画部
Tel ︓050-1702-4203
Email ︓ir@r-lease.co.jp
URL ︓https://www.r-lease.co.jp


